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１． はじめに 

美浜町は、和歌山県のほぼ中央部に位置し、東西約９キロメ－トル、南北約２．５キロメ

－トル、面積１２．７７平方キロメ－トルの町で、面積では和歌山県下で太地町に次いで狭

い町です。 

水道事業は、昭和３４年度に三尾、和田、松原の旧３村の簡易水道を統合して創設されま

した。その後、開発や人口増加にともない第１次拡張事業から第６次拡張事業まで、水道施

設の整備と拡張を重ねてきたことにより、現在の施設配置となっています。 

第６次拡張事業が竣工するまでは、町内や町周辺の深井戸から取水し給水を行っていまし

たが鉄、マンガン、塩分の混入による原水の水質悪化から安定した水の供給に不安を抱える

状態でした。 

第６次拡張事業で、日高川付近の浅井戸から取水を行う藤井取水場建設と導水管布設、田

井浄水場改良を行ったことにより良質な原水を確保できたことから安定した水の供給が可

能になりました。 

その後、第１次・第２次増補改良事業、水利権取得事業、第３次増補改良事業を経て、現

在に至っています。今後の水道事業経営は、人口減少や節水意識の高まりによる使用水量の

減少、水道施設や老朽管等の改修費用の増加が見込まれるため、計画的な取り組みが必要で

あり、経営基盤の強化、投資費用の合理化を前提とした収支計画を策定し、事業運営を行っ

ていくことが重要であると考えます。今回策定したものを、中長期的な経営の基本である「経

営戦略」と定めて事業運営を進めて行きます。 

なお、収支計画では、現行料金を使用した計画となっていますが、計画結果を検証する中

で、料金改定を検討したいと考えています。 
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２． 水道事業拡張の経緯 

創設事業以降の事業拡張の経緯は、下記のとおりです。 

 

３． 事業概要 

（１） 事業の状況 

① 給水（平成３１年３月３１日現在） 

供用開始年度 昭和 34 年度  計画給水人口 9,000 人 

法適（全部・財務）・ 

非適の区分 
法適 

現在給水人口 7,153 人 

有収水量密度 0.66 千㎥ / ha 

事 業 名 称 給 水 計 画 の 推 移 事 業 概 要 

創設事業 

竣工年度 昭和 34 年度 ３事業統合 

計画給水人口 11,000 人 

計画１日最大給水量 1,650 ㎥ 

第 1 次拡張事業 

竣工年度 昭和 37 年度 給水区域拡大 

計画給水人口 12,500 人 

計画 1 日最大給水量 2,650 ㎥ 

第 2 次拡張事業 

竣工年度 昭和 40 年度 田井水源池設置 

計画給水人口 12,500 人 

計画 1 日最大給水量 2,650 ㎥ 

第 3 次拡張事業 

竣工年度 昭和 44 年度 除鉄装置設置（吉原水源池） 

計画給水人口 12,500 人 

計画 1 日最大給水量 2,650 ㎥ 

第 4 次拡張事業 

竣工年度 昭和 49 年度 田井浄水場設置 

西山配水池設置 計画給水人口 12,000 人 

計画 1 日最大給水量 7,200 ㎥ 

第 5 次拡張事業 

竣工年度 昭和 52 年度 財部井戸設置 

計画給水人口 12,000 人 

計画 1 日最大給水量 7,200 ㎥ 

第 6 次拡張事業 

竣工年度 昭和 55 年度 藤井取水場設置 

導水管布設 

田井浄水場改造 
計画給水人口 12,000 人 

計画 1 日最大給水量 7,200 ㎥ 

第 1 次増補改良事業 

竣工年度 平成 13 年度 三尾ポンプ場更新 

三尾配水池更新 計画給水人口 12,000 人 

計画 1 日最大給水量 7,200 ㎥ 

第 2 次増補改良事業 

竣工年度 平成 15 年度 浄水場更新用地取得及び造成 

排水処理施設設置 計画給水人口 12,000 人 

計画 1 日最大給水量 7,200 ㎥ 

水利権取得事業 

竣工年度 平成 21 年度 日高川水系水利権取得 

計画給水人口 9,000 人 

計画 1 日最大給水量 5,000 ㎥ 

第 3 次増補改良事業 

竣工年度 平成 28 年度 西山配水池増設 

緊急遮断弁設置 計画給水人口 9,000 人 

計画 1 日最大給水量 5,000 ㎥ 
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② 施設 （平成３１年３月３１日現在） 

水 源 （表流水）・ダム・伏流水・地下水・受水・その他 

施 設 数 
浄 水 場 設 置 数 1 ヵ所 

配 水 池 設 置 数 2 ヵ所 

管 路 延 長 63.0 km 

施 設 能 力            5,000 ㎥ / 日    ※1 

平 均 配 水 量 2,457 ㎥ / 日 

施 設 利 用 率           49.14 ％      ※2 

 

※１ 施設能力とは、設計に基づく施設の最大能力 

※２ 施設利用率とは、１日平均配水量÷１日施設（配水）能力 

 

 

③ 使用料 （令和元年１０月１日現在） 

水道使用料金の考え方については、水道事業は地方公営企業法の適用がなされ、受益

者負担の原則に則った独立採算制を基本に水道料使用料金収入を主たる財源として経営

するものとされていることから、下記のとおり設定しています。 

なお、現行水道使用料金については、平成１２年度から適用されています。 

 

    ※消費税率変更による改定は、令和元年１０月 

 

水道使用料金の基本料金・超過料金（税込） 

種別 用途 
基本料金 超過料金 

（1 ㎥ につき） 基本水量 金額 

専用給水装置 

家事用 10 ㎥ まで 990 円 126.50 円 

会社・工場・業務用 20 ㎥ まで 2,420 円 143.00 円 

家事業務併用 20 ㎥ まで 2,420 円 143.00 円 

官公署・学校・病院等 20 ㎥ まで 2,420 円 143.00 円 

船舶給水用 10 ㎥ まで 990 円 126.50 円 

工事用・臨時用・その他 10 ㎥ まで 990 円 396.00 円 

共用給水装置 家事用 10 ㎥ まで 990 円 126.50 円 

私設消火栓 
（1）消防用は、料金を徴収しない 

（2）演習用、その他臨時に使用する場合   10 分ごとに 1,980 円 
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メーター使用料（税込） 

口径 13mm 20mm 25mm 30mm 40mm 

金額 66 円 143 円 154 円 231 円 253 円 

 

口径 50mm 75mm 100mm 150mm 

金額 1,309 円 2,068 円 2,596 円 5,302 円 

 

 

④ 組織 

現在の職員数は、事務職員（主担当：料金・会計）２名、技術職員（主担当：工事・施設

管理）２名の合計４名で、年齢構成は、２０代１名、３０代２名、４０代１名となっています。 

近年の気象状況変化や業務量により、業務負担の増大が予測されますが、水道業務の

適正かつ円滑な執行に取り組んで行きます。 

 

 

 

（２） これまでの主な経営健全化の取り組み 

当町の水道事業では、配水経費削減のため早くから石綿セメント管の布設替を行い、有収

率の向上を図り、動力費、薬品費等の施設管理経費削減に努めてきました。これは、その経

費の削減だけでなく、機器や設備の稼働年数延長に成果を上げています。 

また、検針業務の委託と人員削減で人的経費の削減も行っています。 
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（３）経営比較分析表を活用した現状分析 

① 経営の健全性・効率性 

経常収支比率 

法適企業に用いる経常収支比率は、当該年度に

おいて、給水収益等の収益で、維持管理費や支払

利息等の費用をどの程度賄えているかを表す指標

です。単年度の収支が黒字であることを示す 100%

以上となっていることが必要であり、100%未満の場

合、単年度の収支が赤字であることを示しているた

め、経営改善に向けた取り組みが必要となる。 

 

 

累積欠損金比率 

営業活動により生じた損失を、繰越利益剰余金

等で補填することができず、複数年にわたって累積

した損失の状況を表す指標です。累積欠損金が発

生していないことを示す 0%であることが求められる。

数値が 0%より高い場合は、経営の健全性に課題が

あるといえる。 

 

流動比率 

短期的な債務に対する支払能力を表す指標で

す。1 年以内に支払うことができる現金等がある状

況を示す 100%以上であることが必要である。100%

を下回る場合は、1 年以内に現金化できる資産で、

1 年以内に支払わなければならない負債を賄えて

おらず、支払能力を高めるための経営改善を図って

いく必要がある。 

 

 

企業債残高対給水収益比率 

給水収益に対する企業債残高の割合であり、企

業債残高の規模を表す指標です。この指標につい

ては、明確な数値基準はないと考えられる。従って、

経年比較や類似団体との比較により置かれている

状況を把握・分析する。 

 

H25 H26 H27 H28 H29

美浜町 113.31 86.48 108.33 106.06 104.29

全国平均 105.53 107.20 106.62 107.95 104.47
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料金回収率 

給水費用が、どの程度給水収益で賄えているか

を表した指標であり、料金水準等を評価することが

可能である。料金回収率が 100%を下回っている場

合、給水費用が給水収益以外の収入で賄われてい

ることを意味する。数値が低く、繰出基準に定める

事由以外の繰出金によって収入不足を補填してい

ることがあれば、適切な料金収入の確保が求められ

る。 

 

 

給水原価 

有収水量 1 ㎥ あたりについて、どれだけの費用

がかかっているかを表す指標です。この指標につい

ては、明確な数値基準はないと考えられる。従って、

経年比較や類似団体との比較により置かれている

状況を把握・分析する。  

 

 

 

施設利用率 

一日配水能力に対する一日平均配水量の割合

であり、施設の利用状況や適正規模を判断する指

標です。この指標については、明確な数値基準は

ないと考えられるが、一般的には高い数値であるこ

とが望まれる。経年比較や類似団体との比較により

置かれている状況を把握・分析する。 

 

 

有収率 

 施設の稼動が収益につながっているかを判断する

指標です。100％に近ければ近いほど施設の稼働

状況が収益に反映されていると言える。数値が低い

場合は、水道施設や給水装置を通して給水される

水量が収益に結びついていないため、漏水やメータ

ー不感等といった原因を特定し、対策を講じる必要

がある。 
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② 老朽化の状況 

有形固定資産減価償却率 

有形固定資産のうち償却対象資産の減価償却

がどの程度進んでいるかを表す指標で、資産の老

朽化度合いを示している。この指標については、明

確な基準はないと考えられる。一般的に、数値が

100%に近いほど、保有資産が法定耐用年数に近づ

いていることを示しており、将来の施設更新等の必

要性を推測することができる。 

 

管路経年化率 

法定耐用年数を超えた管路延長の割合を表す指

標で、管路の老朽化度合いを示している。この指標

については、明確な基準はないと考えられる。一般

的に、数値が高い場合は、法定耐用年数を経過し

た管路を多く保有しており、管路の更新等の必要性

を推測することができる。 

 

管路更新率 

当該年度に更新した管路延長の割合を表す指標

で、管路の更新ペースや状況を把握できる。この指

標については、明確な数値基準はないと考えられる

が、経年比較や類似団体との比較により置かれてい

る状況を把握・分析する。 

 

 

※各指標の組合せによる分析の考え方（参考） 

経営の健全性・効率性 分 析 の 考 え 方 

 経常収支比率 

料金回収率 

経常収支比率が高くても、料金回収率が低い場合には、給水収益以外の収

入で賄われることを意味することから、料金の見直しを検討する必要がある。 

施設利用率 

有収率 

施設利用率が高くても、有収率が低水準にある場合、収益につながらないた

め、対策が必要である。 

 

経営の健全性・効率性及び老朽化

の状況 
分 析 の 考 え 方 

 経常収支比率 

有形固定資産減価償却率 

有形固定資産減価償却率が高い、且つ、経常収支比率が良好な場合に

は、必要な更新投資等を先送りにして健全性を維持している可能性があるた

め、投資のあり方について検討する必要がある。 
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全国平均 36.43 46.12 47.44 48.30 45.14
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４． 将来の事業環境 

（１） 給水人口の予測 

平成２６年度に７，６２５人であった給水人口は、平成３０年度には７，１

５３人となり、５年間で４７２人の減少となっています。 

この経営戦略計画期間の１０年間にも給水人口は、減少していくと見込ん

でいます。 

 

 

（２） 水需要の予測 

平成２６年度に８９４．０千㎥ であった有収水量は、平成３０年度には８４５．８千㎥ 

となり、５年間で４８．２千㎥ の減少となっています。 

給水人口の減少に加え節水意識の高まりから、この経営戦略計画期間の１０年間

にも有収水量は、減少していくと見込んでいます。 
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（３） 給水収益の予測 

平成２６年度に１１３，５７７千円であった給水収益は、平成３０年度には１０８，１１

６千円となり、５年間で５，４６１千円の減少となっています。 

給水人口の予測、水需要の予測から、この経営戦略計画期間の１０年間にも給

水収益は、減少していくと見込んでいます。 

 

 

 

（４） 水道施設・管路の現状 

当町の水道施設は、第４次及び第６次拡張事業で整備したものが基本となってい

ます。老朽化等に伴い、平成１７年度から平成３０年度までの間で改修、更新等を継

続的に行っていることから、健全な状態を保っていると判断します。 

管路は、早くから石綿セメント管の布設替を行い有収率の向上を図った結果、有

収率９４．７０％（平成２９年度）と良好な数値となっています。しかし、これを維持する

ためには、漏水実績を考慮した管路の更新等が必要になります。 

 

 

 

（５） 組織の現状 

これまでに、経営状況改善のため検針業務委託や人員削減を行ってきました。今

後さらに厳しくなると予測される経営状況と業務量を考慮すれば、将来を見据え、民

間委託や広域連携の推進によるスケ－ルメリットを活かした効率的な事業運営を検

討する必要があると考えます。    
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５． 経営の基本方針 

  経済活動の低迷や人口減少、節水意識の高まりによる給水収益の減少傾向が続く中で、

水道施設の改修・更新、管路の更新等による多額の費用が必要と見込まれます。 

  効率的な業務への取り組みを行うことにより経営の健全性を保ち、安全で安心な水を安

定的に供給することを目指します。 

 

 

 

６． 財政計画 

（１） 財政計画（収支計画） 

別紙のとおり。 

 

 

（２） 財政計画（収支計画）の策定にあたっての説明 

 

 

① 財政計画（収支計画）のうち投資についての説明 

今後の投資計画は、導水施設・送水施設及び配水施設等の改修・更新を行う

予定です。令和元年度以降、導水管の長寿命化費用、送水管の更新及び長寿

命化費用、配水管の更新費用等に、合計約２億４千万円を計上しています。 

優先順位については、重要度や老朽化度合いを分析するとともに、漏水実績や

他工事と関連を含め判断し計画的に進めていきたいと考えています。 

 

 

② 財政計画（収支計画）のうち投資の財源についての説明 

建設改良費の財源は、自主財源（料金収入）です。この財政計画（収支計画）

では、新規の企業債借入を予定していませんが、補填財源の推移を踏まえ見直し

ます。 

なお、一般会計からの繰入金は計上していません。また、国庫補助金も適用事

業体ではないため、計上していません。 

 

 

③ 財政計画（収支計画）のうち投資以外の経費についての説明 

収益的支出は、平成２８年度から平成３０年度の実績及び令和元年度の予算

を考慮し、算定しました。 

人件費は、毎年度２．２％の上昇で計上しています。維持管理費のうち動力費・

薬品費は有収率を高数値で維持できることを前提に０．７％と１．２％の減少、修

繕費は実績と各年度の量水器取替予定個数により算出、材料費・その他は令和
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元年度の予算額を参考に計上しています。減価償却費・支払利息は各台帳の金

額を計上しています。 

なお、物価上昇率については、関連するもの全てに於いて基礎金額が令和元

年度の予算としているため、考慮していません。 

 

 

 

（３） 財政計画（収支計画）に未反映の取り組みや今後検討予定の取り組みの概要 

 

 

 

① 投資についての検討状況等 

 

 

○民間の資金・ノウハウ等の活用 

 現在、当町で民間委託を実施している業務は、検針業務・水質検査業務及び

受電設備点検業務です。 

 将来を見据え、施設管理の委託や事業委託を検討する必要があると考えます。 

 

 

○施設、設備の廃止・統合 

 施設、設備の廃止・統合については、必要最低限の施設及び設備の配置である

ため不可能です。 

 

 

○施設、設備の合理化（ダウンサイジング） 

 水道施設及び管路の更新時は、人口減少等による有収水量の減少に伴い、設

備の小型化や管路の小口径化ができないかを検討する必要があります。 

 

 

○施設、設備の長寿命化等の投資の平準化 

 有収率の高数値を維持することにより、適正な施設の稼動を行い、施設及び設

備の長寿命化を図ります。その上で、優先順位に従い投資の平準化を図ります。 

 

 

○広域化について 

全国的に各市町の水道事業は、前述からの状況による給水収益の減少という

共通の課題を抱えています。日高圏域の水道事業（御坊市・美浜町・日高町・由 
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良町・印南町・日高川町）と和歌山県は、この課題を深刻に受け止め、平成２７年

度から水道事業懇談会を毎年２回開催して協議を行っています。 

 将来的に水道事業の広域化を目指すため、様々な実務に関する連携の検討及

び情報交換等に取り組んでいます。 

 

 

○その他 

 自然災害や危機管理体制については、今までも様々な取り組みを進めてきまし

た。これからも、町防災企画課、町内水道事業者、日本水道協会との連携を深め

て行きます。 

 

 

② 財源についての検討状況 

 

 

○給水収益（料金） 

 計画期間内の給水収益（料金収入）は、減少を見込んでいますが、収支につい

ては、赤字（経常損失）に陥ることはないと推測しています。 

 しかし、経営が厳しくなることが予測されるため、料金改定を検討したいと考えて

います。 

 

 

○繰入金 

 一般会計からの水道事業会計への繰り出しについては、繰り出し基準に適合す

るもの以外は特別な理由がない限り、行うべきではないと考えています。 

 

 

○資産の有効活用等による収入増加の取り組み 

 水道事業の遊休資産については、町や地区が有効利用を行っています。（和田

東地区集会場の駐車場・ひまわりこども園の駐車場・公共工事の際のストックヤー

ド） 

 このようなことから、収入増加の取り組みは困難であると考えます。 

 

 

○その他の財源について 

 これまでも行ってきたことですが、県水道協会を通じて国庫補助金の適用条件

緩和を要望して行きます。 
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７． 経営戦略の事後検証・更新等に関する事項 

   経営戦略については、各年度の決算時に検証し、進捗管理を行います。 

   今後、大幅な更新や乖離が生じた場合は、計画の見直しを行います。 
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